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はじめに
　21世紀に入ってすでに10年　　2010年となった現在においても、ロシア語辞典で（完結してい
る）最大のものは、1948年に刊行が始まって1965年に全17巻が完結した「現代ロシア標準語辞
典」（1）で、ソ連科学アカデミーの編纂になる。この辞典は〈アカデミー大辞典〉と称され、この
辞典をもとに、同じくソ連科学アカデミーの編纂により、1957年～ 1961年に〈アカデミー小辞
典〉と称される 4 巻本（2）が刊行された。〈小辞典〉のほうは、1981年～ 1984年に改訂第 2 版（3）が
刊行されたが、〈大辞典〉のほうは、ソ連解体の直前（1991年）にいたってようやく改訂版の刊
行が全20巻の予定で開始されたものの、ソ連解体後の社会・経済的な混迷のなかで、3 年後の
1994年に第 5 巻・第 6 巻の合本〔Е-З の項〕をもって刊行が中断され（4）、新しいかたちで刊行が
始まることが予告されたまま、その後10年ちかくのあいだ、音沙汰がなくなってしまった。
　この中断の期間が10年も続いたころ、新しい時代にふさわしい、新しいかたちのアカデミー大
辞典の刊行を期待しつつも、それがいかに困難であるかに思いを馳せながら、当時最新の「ロシ
ア辞彙学史」（5）の記述を手がかりに、あらためて18世紀末、1789年～ 1794年に刊行を見たアカデ
ミー辞典第 1 版（6）以来のロシア語アカデミー辞典刊行の歴史と、その編輯方針の変遷とを概観し
てみたのが、拙稿『ロシア・アカデミー辞書編纂史における「シソーラス」の思想』（2005年 2
月）（7）であった。
　それは、〈国語〉の標準的な大辞典を編纂するうえでの普遍的な問題点のいくつかを挙げなが
ら、実際のロシア・アカデミー辞典の編纂も、編纂の方針のうえで大きな〈揺れ〉を経験してき
たことを概観しつつ、体制変換後、21世紀に入って大きく変わりつつあるロシア語をめぐる環境
のなかで、一度刊行のはじまったものを棄ててまで、あえて新しい方針による大辞典の刊行を図
ることの困難さについての懸念を表明したものであった。
　ところが、この拙稿の執筆と同時期に、あらためて新編輯による、〈アカデミー大辞典〉の第
1 巻刊行が実現し（印刷認可が2004年12月）、その後、現時点（2010年 9 月）に到るまで、順調
に刊行が続いている（8）。
　それに関して、昨年（2009年）になって、ボブノーワ女史〔М.А. Бобунова〕の手になる「21
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世紀のロシア語辞書編纂史」と題する一書（9）が届いたのを機に、アカデミー大辞典（改訂第 2
版）の〈出直し〉の意味を探ったのが、拙稿『新時代ロシアのアカデミー詳解辞典』（10）（以下、
「前稿」と表記）であった。そこでは、ボブノーワの記述ならびに、新しく刊行のはじまった、
実際の〈大辞典〉の『まえがき』〔«Предисловие»〕の内容をもとに、この、新しく出直しをした
〈大辞典〉が、ある意味では19世紀末（1886年）以来（11）のアカデミー大辞典の伝統を正統的に受
け継いだものであること、しかし、それは反面において、新しい時代、新しい技術に対応した
まったく斬新な性格の大辞典ではあり得ないことを指摘せざるを得なかった。
　一方で、ソ連解体後10年、またさらに21世紀に入ってから10年のあいだには、1 巻本のアカデ
ミー・ロシア語辞典には複雑な動きがあることを概観し、とくに老舗（ソ連時代においてほぼ唯
一の 1 巻本ロシア語辞典）であるオージェゴフ〔С.И. Ожегов〕の「ロシア語辞典」（12）については、
複数の、互いにかなり内容の異なる版が同時に市場に出まわるという異常な事態が生じているこ
とにも触れた。
　さらには、アカデミー・ロシア語辞典の範疇に入るものとして、定評のある４巻本〈ウシャ
コーフの辞典〉が、元版の1940年完結（13）（以後改訂版なし）という古さにもかかわらず、21世紀
に入って突然のように、「現代ロシア語詳解大辞典」（14）と題されて刊行されていること、また、
アカデミー辞典に対立する民間辞典の雄として、ソ連時代にも数回の再版を見ている〈ダーリの
辞典〉（15）についてもソ連解体後、またとくに21世紀に入って内容・性格の異なる各種の版が出ま
わっていることに注意した（16）。
　以上 2 篇の拙稿は、〈アカデミー大辞典〉第 2 版の再出発の時期をはさんで書かれたもので、
内容的には密接につながるものであるが、紙幅の関係もあり、2005年の拙稿『ロシア・アカデ
ミー辞書編纂史における「シソーラス」の思想』で提示した問題点・疑問点などに対して、昨年
（2010年）の前稿では十分に整理を行なえなかった憾みがあるので、以下、種類が増えてやや錯
綜して見えるアカデミー・ロシア語辞典各種の系統図を示し、一部くりかえしになるが、それぞ
れの系統の問題点をあらためて整理しておきたい。
１．アカデミー・ロシア語辞典系統図
　最初に、1789年の、第一アカデミー辞典刊行開始から、2010年に至る（ただし、最近 1 ～ 2 年
の状況については未確認の部分がある）アカデミー・ロシア語辞典の系統図を示すことにする（17）。
　この図では、1 番左の列として、1789年に刊行のはじまった最初のアカデミー辞典を 1 番上に、
以下、いわゆる〈アカデミー辞典〉に、〈アカデミー大辞典〉と呼ばれるものを接続させて表記
している。
　なお、いわゆるアカデミー・ロシア語辞典の範疇には入らず、それと対立する流れである民間
辞書として考えることのできる〈ダーリの辞典〉の刊行の流れを 1 番右の列に示しているが、こ
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れについては、とくにこの稿では扱わない。
　さて、あらためて 1 番左の〈アカデミー大辞典〉の列を見ると、1880年に刊行がはじまりなが
ら、編輯代表者を変え、編輯方針を途中大きく変換しながら、まがりなりにも1937年まで分冊形
式で刊行の続けられた辞典は、第二次世界大戦の勃発によって遂に中断し、結局〈アカデミー大
辞典〉は、1948年～ 1965年の17巻本の刊行・完結まで実現を見なかったことになる。その間、
アカデミー辞典の刊行スタッフによって、より簡便な 4 巻本や 1 巻本の編集が試みられ、それが
それぞれ〈ウシャコーフの辞典〉、〈オージェゴフの辞典〉として実現したわけである。いずれも
〈アカデミー大辞典〉の編纂作業のなかから、スピン・オフ的に誕生したと言えるものであるの
で、系統図では〈大辞典〉の列から右方の列へ、矢印をもってつながりを示している。
　その後　　〈アカデミー大辞典〉第１版の完結後　　今度は〈アカデミー小辞典〉として 4 巻
本が1957年～ 1961年に刊行されており、これは〈ウシャコーフの辞典〉と同様・同規模の 4 巻
本であるが（もっとも辞書としての性格はそれなりに異なる）、〈ウシャコーフの辞典〉よりも
〈大辞典〉に直接につながる性格のものとして、〈大辞典〉のすぐ右の列に示している。
　ここまでの（図の左端から）4 列が、ソ連時代までのアカデミー・ロシア語辞典の 4 系統を示
すこととなる（これにソ連時代に 3 回再版されている〈ダーリの辞典〉を入れて、ソ連時代のロ
シア語辞典を 5 系統と整理できる）。
　ついで、中央の太い二重の縦線から右が、ほぼソ連以後の、新しい種類のアカデミー・ロシア
語辞典ということができる（「ほぼ」というのは、ロパーチンの辞典の初版がソ連解体の前年　　
1990年（18）に出ているためである）。
２．〈オージェゴフの辞典〉の著作権争い
　このうち、最も左に示したスクヴォルツォーフ〔Л.И. Скворцов〕編の〈オージェゴフの辞典〉
については、特別の説明が必要となる。これについては、前稿『新時代ロシアのアカデミー詳解
辞典』の「オージェゴフ辞典の継承」の項でも概観しておいたが、1 巻本アカデミー辞典の、純
粋に新しい諸系統について見るまえに、この〈オージェゴフの辞典〉の問題をもう一度、整理し
なおしておくことにする。
　オージェゴフは、〈アカデミー大辞典〉編纂スタッフの一員であり、なおかつ、〈ウシャコーフ
の辞典〉のスタッフの一人でもあるが、1949年に、近代的な 1 巻もののロシア語辞典としては最
初のものとなる、「ロシア語辞典」を刊行した。この第 1 版は収録語数50000語を謳っているが、
オージェゴフはその後も改訂の作業をつづけ、第 2 版（1952年）は52000語に収録語数を増やし、
つづいて第 4 版（1960年）が53000語を数えて、これがオージェゴフ生前最後の版となる。以後、
1970年刊の第 8 版までは第 4 版のステレオタイプ版であるから、内容的には、1972年刊の第 9 版
からが、編輯代表人のシヴェードワ〔Н.Ю. Шведова〕による全面改訂版となる。このあと、ソ
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連時代には 5 回の改訂（小改訂を含む）を経ているが（19）、ソ連時代には著者をあくまでオー
ジェゴフ単独とし、編輯代表人をシヴェードワとする形態がつづいた。
　ソ連解体後は、科学アカデミーの慫慂により、シヴェードワがオージェゴフと連名の著者扱い
となり、その最初の版が1992年に出ている（20）。この連名辞書は1994年に第 2 版、1997年に第 4 版
と改訂を行ない（第 3 版は第 2 版のステレオタイプ版）、以後も第 4 版のステレオタイプ版がほ
ぼ毎年刊行されている。
　ここまでは前稿で見たとおりであるが、その間に予想外のできごとが起こった。すなわち、
オージェゴフの著作権継承者（息子）が著作権をめぐる訴訟を起こし、その結果、科学アカデ
ミーによって正当性を認められていたはずのシヴェードワ側が敗訴し、新たに、著作権を継承す
るものとして、スクヴォルツォーフ編纂による〈オージェゴフの辞典〉が刊行されはじめること
となった。
　スクヴォルツォーフ版は、シヴェードワ色を除くため、「シヴェードワ以前」　　すなわち第 8
版以前（内容的には第 4 版）への回帰を謳った、「第24版」（2003年）（21）を刊行したが、21世紀に
至っての、1960年代に「回帰」した辞典の評判はすこぶる芳しくなく、第25版（2006年）、第26
版（2009年）と大きく改訂を行なっている。前稿で見たように、この版が装訂その他において、
オージェゴフの名前や著作権標示、果ては顔写真を前面に押し出しているのは、このような事情
による（22）。なお、〈オージェゴフの辞典〉については、内容がどの版に当たるのかよくわからな
いものが、装訂を変えて幾種類も市場に出まわっているが、出版社名から考えれば、スクヴォル
ツォーフ版のいずれかであることは推測がつく。
　一方、シヴェードワのほうは、前稿に見たように、2007年、個人著者名を挙げずにシヴェード
ワを責任編輯者とした「単語起源情報を含む詳解ロシア語辞典」（23）を刊行している。この辞典は
収録語数を、熟語を含めて 8 万 2 千としており、これはオージェゴフの生前の版の 5 万～ 5 万 3
千から徐々に増加させてきた結果である。シヴェードワ以後の〈オージェゴフの辞典〉について
は、オージェゴフ生前の「骨太」のものに比べて「トリビアリズム」が多くなったとの批評がある
が（24）、2007年のこの辞典ではさらに単語起源情報までを加え、オージェゴフ生前のものと較べ
れば、細かすぎる文字組で、1 冊本としては情報を無理に詰め込んだ感がある。これに対し、ス
クヴォルツォーフの版が目指すところの、オージェゴフ生前への回帰という点は、本来、シ
ヴェードワ版のこの点への批判を含みうるはずであるが、2009年の版では、かえって収録語数が
一気に増え、10万語を誇るに至っている（25）。
３．３種の１巻本詳解辞典
　以上のような経緯から、「系統図」の中央に引かれた二重の太線は、同じ〈オージェゴフの辞
典〉の系譜が、2 つに分裂したことを示している。この辞典の今後がどのようになるかは、まっ
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たく予断を許さない（26）。
　ついでその右の列に示した〈ロパーチンの辞典〉の刊行の流れについては前稿に見たとおりで
ある。前稿でもその最後に触れたとおり、最新の改訂版（2004年）（27）では科学アカデミー・ロシ
ア語研究所の編纂物であることを謳っており、アカデミー・ロシア語辞典の系統の一つを形成す
るものであることは明らかであるが、さすがに〈オージェゴフの辞典〉の登場以来、40年ぶりの
1 巻本ロシア語辞典となったものだけに、内容的にも独自のものを持っている。前稿でも触れた
ように、ボブノーワはこの辞典について記述していないが（註 9 の文献）、21世紀に入っても改
訂・重版をつづけている、重要なアカデミー・ロシア語辞典であり、この系統図から逸すること
はできない。
　次に〈ロパーチンの辞典〉の右の列に示したのは、「ロシア語詳解大辞典」（28）であり、これに
ついては、前稿で見たように、ボブノーワの著書でもアカデミー辞典の系譜に直接連なるものと
して扱われている（29）。1 巻本でありながら大辞典としての内容・情報量を持つこと、ペアとなる
1 巻本の百科事典（30）を持つことなど、前稿に記したとおりであるが、ここに　　それこそ、や
やトリビア的な事柄に属するものではあるが　　この辞典がある意味で間違いなくアカデミー・
ロシア語辞典の系譜に連なるものであることを示す事実がある。
　それは、これら各種アカデミー・ロシア語辞典が、そもそもは同一のカードシステムの存在を
前提としていることから、単語の用例や例文などに結局は同一のものを使用しがちであるという
事実に関わっているのであるが、ここで挙げるのは、変化形の表記の例である。
　「隣人」を表わす сосед という単語について、この「詳解大辞典」は変化形を次のように示す
（以下、辞典項目の引用に当たっては、とくに論点とかかわりがないのでアクセント記号を略す）。
　　СОСЕД, -а; м.
　これだけである。この単語は、単数においてはふつうの硬変化をする男性名詞であり、そのか
ぎりでは上記のような格変化の表記が一般的なものとなるが、複数形に関してはやや特殊である。
すなわち、「隣人たち」の意味で複数の人間を表わしたいときには、соседи という、軟語尾の語
形を用いる。このことについては、ふつう、ロシア語の各種辞典において、2 種類の相異なる解
釈による表記のしかたが存在する。
　一つは、сосед と соседи とを別箇の単語として解釈するものである。その例は「ロシア語正音
法辞典」（31）であり、そこではまず сосед について次のように表記する。
　　сосед, -а, мн. неуп. Ср. соседи
　これは、сосед という単語については、複数形は用いられないものとし、соседи という、別の
単語の項目を参照せよ、というのである。そして соседи という単語はすぐ次の行に置かれて
あって、次のような表記である。
　　соседи, -ей □ Люди, живущие по соседству
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　つまり、単数主格が -ь で終わる、軟変化の男性名詞の複数形の格変化に該当する、複数形名
詞であることを示し、さらにはご丁寧にも、「近隣に居住する人びと
0 0 0
」という語義説明が付いて
いる（「正音法辞典」なので、語義説明を付すのは例外的である）。
　これに対し、もう一つの解釈は、単数形が硬変化で、複数形が軟変化である不規則な一つの単
語であるとするものである。その一例として、「ロシア語便覧辞典」（32）の表記を見る。
　　СОСЕД/ 76, м: род.-вин. -а, мн -и, род.-вин. -ей
　これに対して、「詳解大辞典」では、соседи という語を別項目に立てていないため、前者の解
釈の立場には立たず、後者の解釈による単数形の情報のみが示され、複数形の情報がないという
かたちなのである。これは、基本的なロシア語辞典として、きわめてめずらしいミスであると言
える。上記の「ロシア語便覧辞典」の見出し表記にある「76」という数字は、「ロシア語頻度辞
典」* のデータによる高い使用頻度を示すものであり、このような基礎語彙について、基本的な
情報の欠落があることは、ちょっと信じられないことである。
　では、このようなミスがどこから生じたかというと、これが意外なところに起因するもののよ
うなのである。
　すなわち、ソ連時代の〈アカデミー小辞典〉第 2 版（註 3 の辞典）において、すでにこの間違
いが生じているのである。一般に、ソ連時代の出版物にはきわめて誤植の類が少なく（逆に90年
代以後は、事典類にも誤植が散見されるようになるのだが）、ましてこの〈アカデミー小辞典〉
は、そういう点できわめて信頼度の高いものだけに、めずらしいミスと言える（ちなみにこの
〈アカデミー小辞典〉第 2 版の сосед の項目では、例文に соседи, соседям, соседей の語形が使わ
れており、5 つの例文のうち、3 つまでがこの複数形を使用したものであることから、語形変化
の表記に関して、複数形についての必要な情報を落としてしまったものと解釈できる）。
　そして、この欠落は、「詳解大辞典」の、同じクズネツォーフ編輯によるコンパクト版ともい
うべき「現代詳解辞典」でも、踏襲されてしまっている（33）。のちに見るように、やはり用例に
は複数形の例が挙げられており、とすれば、なおさら考えにくいミスであり、それが 3 種のアカ
デミー辞典に連続していることは看過しにくい。
　ことは、一つのケアレス・ミスにすぎないようではあるが、先にも触れたように、「詳解大辞
典」のコンパクト版というべき「現代詳解辞典」が「詳解大辞典」に多くを負っていることはも
ちろん、「詳解大辞典」自体も、語義説明、用例・例文をかなりの程度〈アカデミー小辞典〉に
拠っているのであり、結局は、見出し部分を含めて、一から稿を起こした新たな辞典というより
は、アカデミー辞典の、良くも悪しくも「継承」者であることを示す象徴的な事実なのである。
４．語義説明、用例・例文「継承」の実際
　ここで、語義説明、用例・例文について、アカデミー辞典のあいだの「継承」の実際を少し見
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ておく。
　さきほどの сосед について見れば、複数変化形の「欠落」は〈アカデミー小辞典〉第 1 版から
見られるもので、〈アカデミー大辞典〉17巻本には見られない。この点では〈アカデミー小辞典〉
〈詳解大辞典〉〈現代詳解辞典〉の 3 つのあいだに密接な関係が生じているわけであるが、密接な
関係は語義説明において〈アカデミー大辞典〉を含めた 4 つのあいだに見られる。сосед の語義
を 3 つに分ける点、語義説明の表現、ほぼ一致する。もっともこの点、〈アカデミー大辞典〉も
大きくは違わないものの、表現が 1 箇所異なる。〈アカデミー小辞典〉第 2 版は以下のように説
明する。
　1.Тот, кто живет вблизи или рядом с кем-л.
　2.Тот, кто занимает ближайшее к кому-л. место
　3.Государство, местность, граничащие с другим государством, местностью, а также население их.
　これに対して、〈アカデミー大辞典〉のほうは、1. の語義説明において вблизи の語の代わりに
поблизости の語を用いている点が異なる。一方、〈詳解大辞典〉と〈現代詳解辞典〉のほうを見
ると、1. と 2. は上記の〈アカデミー小辞典〉とまったく同じで、3. についても、末尾の а также
を省いて代わりにセミコロン（;）を使用しているだけの違いである。
　ただし、〈詳解大辞典〉は 3. にさらにもう一つ、〈アカデミー大辞典〉〈アカデミー小辞典〉に
はない、以下の語義を追い込みで追加している。
О каком-л. учреждении, предприятии, воинской части, колхозе и т.п., расположенном рядом; о 
жителях, работниках и т.п. их.
　それを〈現代詳解辞典〉は、末尾の о жителях, работниках и т.п. их を об их жителях, работниках 
т.п. と、их の語の位置を入れ換えただけで継承している。
　他方、用例・例文について見ると、〈アカデミー小辞典〉はその特徴のとおり、文（センテン
ス）を成さない用例はたった 1 例（Сосед по квартире.）にとどめ、あとはすべて文学作品の一場
面を、コンテキストが理解できるように、やや長めに引く（上記のように全部で 5 つの例文）。
しかし、〈詳解大辞典〉は文を成さない用例や短い文例をやや多めに新たに採用し（1. С. по 
квартире, по дому. Дачные соседи. Зайти к соседу. Дружить с соседями. У нас хорошие соседи. 2. С. 
по купе, по палате. С. по столу. 3. Соседи с запада, с востока. Наш северный с. — Финляндия. Япония 
— наш восточные с.　下線は引用者）、文学作品については、刊行年代の近いはずの〈アカデミー
小辞典〉と同じものは１つも採らずに、むしろ、古い〈アカデミー大辞典〉が挙げるのと同じ、
プーシキンの詩の一節を択んでいる。そして、そのコンパクト版となる〈現代詳解辞典〉は、
〈詳解大辞典〉からプーシキンの一節のような長いものを除き、〈詳解大辞典〉の挙げた短い用
例のなかから、半分ほどを撰んで載せている（1. С. по дому. Дачные соседи. 2. С. по купе. 3. Соседи 
с запада. Наш северный с. — Финляндия.）。
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　〈詳解大辞典〉とそのコンパクト版である〈現代詳解辞典〉のあいだの用例の関係は、ここに
典型的に見られるとおりで、例えばもう一つ、рубль という単語の用例について見ると、〈詳解
大辞典〉は次のとおりである。
Старинный р. Бумажный, металлический, юбилейный р. Царский р. (дореволюционный). 
Серебряный р. выпуска 1924 г. Разменять р. мелочью. Р. серебром, медью. Заплатить двести 
рублей. Дать сдачу с трёх рублей. Налог со ста тысяч рублей. Неразменный р. (в народных 
сказках: волшебный, всегда остающийся у владельца, несмотря на траты).（下線は引用者）
　これに対して、〈現代詳解辞典〉の挙げる用例は次のように縮約される。
Старинный р. Разменять р. мелочью. Заплатить двести рублей.
　すなわち、主格の使用法、対格の使用法、複数生格の使用法について、それぞれ複数ある例の
なかから 1 つずつを採って、歴史的な用法やフォークロアに出る用法などは採らない、という経
済策である。
　ここではたった 2 つの単語の項目を見ただけではあるが、このように〈アカデミー大辞典（第
1 版）〉〈アカデミー小辞典〉〈詳解大辞典〉〈現代詳解辞典〉の 4 種のアカデミー辞典は、それぞ
れに新味・特徴を持ちながらも、複雑な相互関係を持っており、辞書としては明らかに、同一の
圏内に位置するものと見なしうる（34）。
　例句・例文といったレベルでこれらアカデミー・ロシア語辞典は、意外に狭い範囲で用例を使
いまわしており、それは、一般的な詳解辞典以外の、アカデミー編纂辞典にも及んでいることで
あって、здание という単語を〈詳解大辞典〉で引くと、
Строить, ремонтировать з. З. университета, больницы. З. из стекла и бетона. З. с колоннами.
（下線は引用者）
のように、短い用例を挙げるだけだが、伝統的にアカデミー・ロシア語辞典の出版所となってき
た「ロシア語」出版所の刊行である「ロシア語複合辞典」（35）では、短い用例のなかに、
　　Здание (из чего?) из камня, из стекла и бетона
　という表現を見る。さらにそのあとに一文を成す用例として引く、
Невдалеке от этого места стоит круглое невысокое здание, вроде цирка.
　というコロレンコの小説の一節は、〈アカデミー小辞典〉第 2 版に引く 2 つの用例のうちの 1
つである。ここでは 2、3 の例を見たに過ぎないが、同様の例を挙げるのにきりはなく、ささい
なことに揚足を取ろうとすることが目的ではない。
おわりに
　本稿では具体例を挙げて検討する紙幅を持たないが、じつは一度中断した〈アカデミー大辞
典〉第 2 版と、10年の歳月を閲して出直した、現在刊行中の〈アカデミー大辞典〉との関係も、
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〈アカデミー小辞典〉〈詳解大辞典〉〈現代詳解辞典〉とのあいだについて見たのと同様に、同一
の圏内にとどまるものと言わなくてはならないのである。
　ここでは、最初に触れた拙稿『ロシア・アカデミー辞書編纂史における「シソーラス」の思
想』で、〈アカデミー大辞典〉第 2 版の出直しについて考察した事柄をもう一度振り返っておき
たい。
　すなわち、ソ連解体後のロシア語そのもののあり方の変化に触れて、
［…］新しい「書かれた言語」について辞書の編纂を考える場合、その新しい言語を成立さ
せた技術そのものが、新しい辞書編纂方針の少なくとも選択肢のひとつを提供する　　すな
わち、膨大な情報量を瞬時にあつかえる今日のコンピュータの処理能力、とくに人間の手作
業ではとてもおよびもつかない、高速かつ確実な検索能力、そして時空を超えてつながる
ネットワーク機能［…］ネットワークにつながる無数のサーバ上のロシア語データを辞書編
纂の対象とできる。［…］プログラム次第で必要な情報を取り出し得る、巨大きわまりない
シソーラス（thesaurus　　тезаурус）が一方の極として考えられる。［…］（ここで用いてい
るような言語総体を対象とするようなものについては別に「コーパス corpus」の語を用いる
ことが多い）［…］（36）
と述べて、その上で、国語辞書編纂方針の「規範性」と「総体性」の二者択一の問題を検討した
のであった。しかし、現状で見る限り、ロシア・アカデミー辞書編纂史のなかに、ここに期待し
たような、技術上の新機軸はまだ現われていない。しかし、それが容易でないことは拙稿で見た
とおりであり、むしろ、19世紀以来の、否、18世紀以来の伝統がきちんと継承されていることを
こそ、当然でもあり、喜ばしいこととして評価しなくてはならないだろう。
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（12） 初版は1949年。Ожегов С.И. Словарь русского языка: 50000слов / Гл. ред. С.П. Обнорский; АН СССР. ИРЯз. 
М.: ГИИНС,1949.
（13） Толковый словарь русского языка: В 4т. / Под ред. Д.Н. Ушакова. М.,1934-1940.
（14） これにも 2 種の版がある。Ушаков Д.Н. Толковый словарь современного русского языка / Под ред. Н.Ф. Та-
тьянченко. М.: Русь-Инвест,2004;Ушаков Д.Н. Большой толковый словарь современного русского языка:180000 
слов и словосочетаний. М.: Альта-Принт, 2005.　この「現代」版の現代性については別途検討の機会を得たい。
（15） ソ連時代に再版されたのは、Даль В.И. Толковый словарь живого великорусского языка.2-е изд., испр. и 
значительно умноженное по рукописи автора. СПб.; М.: М.О. Вольф,1880-1882. すなわち、ダーリ〔В.И. Даль〕
歿後の第 2 版であり、いわゆるクルトネ版ではない。
（16） 21世紀に入ってからのダーリの辞典の刊行状況については、別稿にやや詳しく見たので、ここでは繰り返
さない。　　源貴志『10ウラジーミル・ダーリの生誕200年と『ダーリの辞書』』「ロシア・中欧・バルカン
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れ、あるいは改訂版の刊行年などに多少の問題が残るかも知れない。
（18） Лопатин В.В., Лопатина Л.Е. Малый толковый словарь русского языка: Ок.35000слов. М.: Рус. яз.,1990.
(Малая б-ка словарей рус. яз.).
（19） 前稿では〈オージェゴフの辞典〉（ソ連時代）で内容に変更の加えられた版を、「第 2 版（1952年）、第 4 版
（1960年）、第 9 版（1972年）、第13版（1981年）、第16版（1984年）、第21版（1989年）、第23版（1991年）」
（P.166）であると記したが、第19版（1987年）も小規模訂正版〔исправленное издание〕であるので、ここで
訂正しておく。なお、大改訂版〔исправленное и дополненное издание〕はこのうち、第 2 版、第 4 版、第 9 版、
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rg.ru/Prilog/nauka/03-05-07/1.shtm）、ほか «Вехи культуры» という名称のサイトの «Сергей Иванович Ожегов и 
его «Словарь русского языка» と題する記事（http://rusmilestones.ru/theme/show/?id=33132）が挙げられる。いず
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（23） Толковый словарь русского языка с включением сведений о происхождении слов:82000слов и фразеологич. 
выражений / Отв. ред. Н.Ю. Шведова; РАН. ИРЯз. — М.: Азбуковник,2007.
（24） 森安達也『オジェゴフ「ロシア語辞典」』「ロシア語の辞書」（「窓」別冊）ナウカ　1980年 3 月　P.23.
（25） Ожегов С.И. Толковый словарь русского языка.26-е изд., испр. и доп.: Ок.100000 слов, терминов и 
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фразеологич. выражений / Под ред. Л.И. Скворцова. М.: Оникс; Мир и образование,2009.
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いった個人の争いではないであろう。
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гл. ред. С.А. Кузнецов]; РАН. ИЛИ. СПб.: Норинт,2001.なお、2007年の再版でも訂正されないままである。
（34） もちろん、辞書の編輯方針について見れば、これらのあいだに大きな違いを見出すこともできる。ここで
は詳しく扱うことはできないが、例えば、новость という単語について、〈アカデミー小辞典〉はまず「新し
いこと、新しいもの」という形容詞 новый の名詞形という意味を最初に出すが、〈詳解大辞典〉〈現代詳解辞
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る。
（35） Комплексный словарь русского языка / Под ред. А.Н. Тихонова. М.: Рус. яз.,2001.
（36） 源貴志『ロシア・アカデミー辞書編纂史における「シソーラス」の思想』P.128.
（*）  Частотный словарь русского языка: Ок. 40000 слов / Под ред. Л. Н. Засориной. М.: Рус. яз., 1977.
